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公園であそぼ!! 活動報告

10月 16日 (日 )北久里浜秋まつりが開催され、チームいこいこも、
交通公園の隣の根岸第3公園で『公園であそぼ !l』 のイベントを開催さ

せていただきました。

以前より、公園で子育て中の親子対象のイベントを開催したいと部会

員で話し合い、気楽|こ遊べる企画を考えました。

「わなげ」がすごい人気で、長蛇の列。お土産にと作つたハロウィン

スティックもなくなり、うれしい悲8烏でした。

大きいシャボン玉や折り紙で作った紙ひこうき、言売み間かせグループ

かさ′Sヽた<んによる大きな紙芝居など、お天気にも恵まれ久し′3やりのワ
クワクイベントでした。

3邊 鰤5圃「又久財巫緻なつり]で「浚%で趙そ‡ёll』 蜃燿予鰤 !|

今 後 の活 動

平成 31年 3月に発行した「公園にいこいこ !!大津・根岸・池田編」 |こ新しい情報を加えて改訂版として

今年度中の再発行を目指します。11月 30日 に行政センター～大津の丘～ぎんなん幼稚園～四季の街～池田

団地～北ス里浜～根岸第 2公園を歩いて現地調査を行いました。
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第 17号 (2面 )

地域振興部会
第 7回

～おりようと籠層の～全日本わらじ卓球大会

わらじをラケットにした、わらじ卓球の全日本大会を■催します !

坂本龍馬の妻口おりょうさんが眠るお寺があるのがここ大津地区。そしておりょうさんと龍馬か耕婚旅行でわらし

を履いて霧島(鹿児島県)に登つたといいます。そんなおりょうさんにちなんで、`わらじ'をラケットにして、卓球の

全二本|ス
・
癸 を開催いたします〃

初心者大歓迎。「卓球の実力」と「わらじ卓球の実力」はあまり直結しません。

誰でも『日本一』になれるチヤンスがあります !

仮装も歓迎。優勝者 (日 本一)だけでなく、「仮装大賞」など、豪華賞品あり。
ハロウィンだけが仮装じゃない !Iユニークな衣装で大会を盛り上げてみては?
〈マスク着用のこと口更衣室は使用できません〉

【日時】令和 5年 2月 18日 (土)10時～13時

【会場】大津コミュニティセンター2階体育室

【参加資格】小学生以上男女問わず(卓球初心者大歓迎 !!)

【種目】ダブルス【募集人員】12組(24名)【参加費用】一組 1,000円
【申込期限】2月 3日 (金 )

【申し込み方法】往復はがきまたはメールで申し込みください

送り先住所 i〒 239-0808横須賀市大津町 3-34-40

大津行政センター内大津地運協わらじ卓球係

Ota~Ci@CityyOkOSuka・ kanaり WaJp

記入事項 ①代表者の住所・氏名口年齢・電話番号 ②参加者の氏名・年齢
③ペア名(フリガナ)④仮装の有無

、ヽヽ 1`/移′ 2/■ 8N2フ

2月 18日 ～27日 に、大津管内をめぐる「モバイ

ルスタンプラリー」の開催を予定しております。

詳しくは「広報よこすか 2月 号」にてお知らせい

たします。------// | \\{--

災害対策検討部会

今年度は、集中豪雨等に対する下水の能カオーバーによる下水の逆流や浸水(内水氾濫)、 平作川の,`谷流や

決壊による浸水災害等について検討することとなり、これらの注意喚起のためのパンフレットを作ることとなりまし

た。内容的には、豪雨災害について、根岸や池田方面の比較的標高の低い箇所を中心に、

標高及び浸水区域を表示したマップにしたいと考えております。また、浸水災害に対する避

難のあり方や避難の判断基準等についても記載していきます。また、平作川水位の監視カメ

ラヘのアクセス方法も記載します。

広報部会
この度大津地運協通信 17号を、9か月ぶりに発行することができました。コロナ禍が始まつて、いろいろなこと

が変わつています。外出自粛で体力の低下、リモートワークで生活スタイルが変わった方もいることと思います。

先日、開催された北久里浜秋まつりでは、ハロウィンの仮装をした人もたくさんいて、とても楽し

そうでした。皆、人と触れ合う、このような機会を待ちかねていたのでしょう。感染対策を忘れずに、

工夫して楽しく過ごしていきたいものです。

何はともあれ 2023年は、“全日本わらじ卓球大会"が開催できますように !
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